
テーマ 

Ⅳ 
 安心してくらせる神奈川 
プロジェクト 

12 

危機管理 
～災害に強いかながわをめざして～ 

 

 

 

ロジックモデル  

 

 

プロジェクトのポイント 

○地震、風水害、国際情勢の不安定化に伴う有事の懸念、新興感染症の発生など不確実性の高ま

り 

○災害対応力の強化、災害に強いまちづくり、非常時に対応できる医療提供体制構築の推進 

○住む人や訪れる人のいのちやくらしを守る災害に強いかながわの実現をめざす 

政 総 安 文 環 福 健 産 土 企 教 警 
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県による一次評価 

順調に進んでいます 

▼ 総合分析 
【ＫＰＩ】 

○プロジェクトを構成する KPI の平均達成率は 98.７％であり、目標に対し順調に進んでいます。

【総合評価】

○大規模災害発生時の医療救護活動に主眼をおいた総合的な訓練や河川及び土砂災害防止施設の整

備など主な事業の取組が予定どおり進捗していることから、プロジェクトの一次評価として「順調に

進んでいます」としました。

【今後の課題】 

○地震被害想定の見直しや、能登半島地震における災害対応の検証を踏まえ、「誰一人取り残さない」

防災を目指して、県としての応急体制の強化や、厳しい避難生活に伴う災害関連死の減少に向けた

防災・減災対策の強化が必要となっています。

【今後の方向性】 

○今後、市町村や防災関係機関と連携した大規模災害時の応急・受援体制の強化を図るとともに、災害

関連死を含む死者数の減少に向けて、かながわ防災パーソナルサポートの運用を始めとした防災

DX の推進や減災に資するインフラ整備、住宅の耐震化、要配慮者対策などの施策を推進し、県民総

ぐるみで防災・減災対策に取り組みます。

KPI の達成状況 

年度 2024 年度 2025 年度 2026 年度 2027 年度 

KPI の平均達成率 98.7％ 

最終評価（総合計画審議会による二次評価）

順調に進んでいます 

■評価のポイント

ビッグレスキューの実施などによる災害救助対応力の強化や、緊急一時避難施設の指定促進と

いった国民保護対策のほか、大規模災害時における応急対応機能の確保といった取組が予定

どおり進捗していることなどから、県の一次評価は妥当であり、「順調に進んでいる」と評価しま

す。

■今後の課題と対応の方向性

・大規模災害の発生が懸念される中、地震、台風、火災などへの対策に関する満足度が低下して

いるため、防災・減災対策をより一層推進していく必要があります。

・各種訓練への参加や防災カードの配布といった取組が、県民の防災意識や防災行動の向上に

繋がっているのかを分析し、今後の取組に生かしていく必要があります。

・県民の防災意識の向上といった「自助」の促進に繋がる効果的な取組を進めていく必要があり

ます。

・気候変動により近年、激甚化、頻発化する豪雨等で土砂災害が増えているため、土砂災害防止

施設等の整備を計画どおりに進めていく必要があります。

・防災・減災に向けた市町村との連携した取組を強化していく必要があります。
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指標の動向 

「大地震などの災害がおきても３日間はくらせるように、防災の準備が出来ている」人の割合 
（県民ニーズ調査） 

現況値 

（2023 年度） 

実績 

2024 年度 

実績 

2025 年度 

実績 

2026 年度 

実績 

2027 年度 

目標値 
備考 

45.3％ 43.9％ ― ― 48.0％ 
 

 

 

「地震、台風、火災などへの対策が十分整っていること」に関する満足度（県民ニーズ調査） 
現況値 

（2023 年度） 

実績 

2024 年度 

実績 

2025 年度 

実績 

2026 年度 

実績 

2027 年度 
目標値 

備考 

13.8％ 13.0％ ― ― 17.0％ 
 

 

 
協定締結医療機関の病床数（総数）（県健康危機・感染症対策課調べ） 

現況値 

（2023 年度） 
実績 

2024 年度 

実績 

2025 年度 

実績 

2026 年度 

実績 

2027 年度 
目標値 

備考 

1,517 床 

（2023 年） 
※１ 

2,044 床 ― ― 2,200 床 

全国平均 992 床 

（202５年 1 月 1 日時点） 

（全国６位） 

※１ 計画策定時は見込値

（2,038 床）を掲載 

総病床数に対する協定締結医療

機関の病床数の割合：2.8% 

（全国 2.6％） 全国２８位 
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▼ 構成施策の取組状況 

■ 災害対応力の強化 

■ 分析 

○本構成施策では、災害対応力の強化を目的に、かながわけんみん防災カードの配布など県民の自

助・共助の意識向上を図る取組を促進するほか、ビッグレスキューの実施などによる災害救助対応

力の強化や、緊急一時避難施設の指定促進など国民保護対策の推進に取り組みました。 

【KPI の達成状況】 

○ＫＰＩ「ビッグレスキュー・かながわ消防などの訓練参加人数」については、基準年度より数値が増加

し、目標を達成しました。これは、市町村や防災関係機関と連携した訓練を着実に実施したことによ

るものです。 

○ＫＰＩ「かながわ版ディザスターシティを使用した訓練への消防団員及び自主防災組織の延べ参加人

数」については、基準年度より数値が増加し、目標を達成しました。これは、休日利用を可能にしたほ

か、訓練施設の機能を大幅に拡充したことによるものです。 

【関連する統計データ】 

○「防災関連のホームページやＳＮＳなどのデジタル媒体へのアクセス数」は増加傾向にあり、今後もデジ

タル技術を活用した普及啓発の推進に取り組むことで、県民の防災意識の向上や災害対策の強化を

図ります。 

■ ＫＰＩの達成状況 

ビッグレスキュー・かながわ消防などの訓練参加人数（県くらし安全防災局総務室調べ） 

 

【単位：人】 

○達成率：2,041÷2,000×100＝102.0％ 

 

 

 

年度 2022 ２０２３ 2024 2025 2026 2027 

目標 ― ― 2,000 2,100 2,200 2,300 

実績 1,916 1,671 2,０４１    

達成率 

（％） 
― ― １02.0    

 

かながわ版ディザスターシティを使用した訓練への消防団員及び自主防災組織の延べ参加人数 

（県消防学校調べ） 

 

【単位：人】 

○達成率：5,049÷3,800×100＝132.8％ 

 

年度 2022 2023 2024 2025 2026 2027 

目標 ― ― 3,800 4,400 5,000 5,600 

実績 3,226 2,048 5,049    

達成率 

（％） 
― ― 132.8    
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国民保護避難施設の指定数（総数）（県危機管理防災課調べ） 

 

【単位：施設】 

○達成率：（1,919－1,824）÷ 

（1,855－1,824）×100＝306.4％ 

※令和７年８月把握予定 

年度 2022 ２０２３ 2024 2025 2026 2027 

目標 ― ― 1,855 1,870 1,885 1,900 

実績 1,824 1,871 
1,919 

（見込値）※ 
   

達成率 

（％） 
― ― 306.4    

 

■ 関連する統計データ 

防災関連のホームページやＳＮＳなどのデジタル媒体へのアクセス数（累計） 

 

【単位：件】 
 

年度 2020 2021 2022 2023 

件数 161,182 184,436 223,318 265,803 

 

■ 主な事業の取組状況 

事業内容 2024 年度 2025 年度 2026 年度 2027 年度 備考 

かながわけんみん防災カー

ド等の配布枚数 
129,200 枚     

総合防災センター防災情報・

体験フロアの利用人数 
42,707 人     

かながわ消防フェアの実施

人数（回数） 

約 3,500 人 

（１回） 
    

国民保護啓発動画の再生回

数（累計） 
227,156 回     
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災害に強いまちづくり 

■ 分析 

○本構成施策では、気候変動により激甚化・頻発化する風水害や、切迫化が懸念される大規模地震に備

えるため、河川や土砂災害防止施設の整備、道路の土砂崩落対策箇所の整備などに取り組みました。 

【KPI の達成状況】 

○ＫＰＩ「遊水地や流路のボトルネック等の整備箇所数」については、2024 年度に二級河川山王川に架

かる小田急線橋りょうの架替えが完了し、目標を達成しました。これは、神奈川県水防災戦略に位置付

けた大規模河川事業について、重点的、集中的に整備を進めていることによるものです。 

【関連する統計データ】 

○都市河川重点整備計画（新セイフティリバー）に基づく堤防や護岸の整備率は増加傾向にあり、激甚

化・頻発化している水害への備えが着実に進んでいるものと考えられます。 
 

■ ＫＰＩの達成状況 

遊水地や流路のボトルネック等の整備箇所数（計画期間中の累計）（県河港課調べ） 

 

【単位：箇所】 

○達成率：（１－０）÷（１－０）×100＝100.0％ 

【参考】神奈川県水防災戦略に基づく大規模河川 

事業の箇所数：６箇所 

年度 2023 2024 2025 2026 2027 

目標 ― 1 1 2 2 

実績 ― １    

達成率 

（％） 
― 100.0  

  

 

土砂災害防止施設の整備箇所数（計画期間中の累計）（県砂防課調べ） 

 

【単位：箇所】 

○達成率：（21－０）÷（23－０）×100＝91.3％ 

 

年度 2023 2024 2025 2026 2027 

目標 ― 23 54 79 104 

実績 ― ２１    

達成率 

（％） 
― 91.3    
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道路の防災対策（橋りょうの耐震補強・土砂崩落対策）の整備箇所数（計画期間中の累計）（県道路管理

課調べ） 

 

【単位：箇所】 

○達成率：（14－０）÷（14－０）×100＝100.0％ 
【参考】対策が必要とされる箇所数：179 箇所 

年度 2023 2024 2025 2026 2027 

目標 ― 14 31 40 63 

実績 ― 1４    

達成率 

（％） 
― 

 
１０0.０ 

 
   

 
■ 関連する統計データ 

都市河川重点整備計画（新セイフティリバー）※１に基づく堤防や護岸の整備率 

 

※１ 県管理河川（１１１河川）のうち、過去の大雨で水害の

発生した河川や、都市化の進展が著しい地域を流れる

１８の中小河川について、重点的に整備を進めるため

の計画 

※２ 都市河川重点整備計画（平成 22 年策定）で定めた

整備区間（計画延長：約63.0km）に対する整備率を示

したもの 

年度 2019 2020 2021 2022 2023 

整備率 

（％） 

※２ 

約６ 約７ 約８ 約９ 約１０ 

 

都市河川重点整備計画（新セイフティリバー）に基づく遊水地の完成箇所数及び貯水容量 

 

 

 

年度 2019 2020 2021 2022 2023 

箇所 １ ２ ３ ３ ３ 

容量 

（万㎥） 
104 150 152 152 152 
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■ 主な事業の取組状況 

事業内容 2024 年度 2025 年度 2026 年度 2027 年度 備考 

遊水地や流路のボトルネック
等の事業箇所数 

６箇所    

神奈川県水防災戦略に位

置付けた大規模河川事業

の箇所数 

市町村が策定するまちづくり
計画と連携した土砂災害対策
事業を実施している市町村数 

２市    

国の補助事業「まちづくり

連携砂防等事業」の採択対

象 

道路防災カルテ点検率 １００％    

土砂崩落や落石などの発

生が懸念される箇所（防災

カルテ）の点検が対象 

流域下水道施設の耐震化率 78％    

下水を取り込み、処理・消

毒・放流に係る処理場内の

施設が対象 

県営上水道の耐震管の延長 
 

2,467ｋｍ 
 

   

耐震管：離脱防止機構付継

手のダクタイル鋳鉄管、溶

接継手の鋼管等 

緊急輸送道路沿道建築物の耐

震診断・耐震改修等補助件数 
１３件    

県が市町村に間接補助す

る件数を含む 
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非常時に対応できる持続可能な医療提供体制の構築 

■ 分析 

○本構成施策では、非常時に対応できる持続可能な医療提供体制の構築を目的に、非常時を想定した

訓練や医療従事者に向けた研修の実施などに取り組みました。 

【KPI の達成状況】 

○KPI「医療従事者等に向けた県の感染症対応研修の受講者数（計画期間中の累計）」については、目標

を達成しました。これは、新型コロナウイルス対応の経験等を踏まえ、DMAT（災害派遣医療チーム）の

活動内容に感染症発生・まん延時の対応が加えられたことなどを背景として、医療機関において、感染

症対応に精通した人材を育成することの重要性が再認識されていることなどが考えられます。 

【関連する統計データ】 

○新興感染症発生時に他の医療機関に人材派遣できるという協定を締結した医療機関数及び派遣可能

な医師・看護師の人数について、協定締結を開始した２０２３年度から順調に増加しており全国平均を

上回っています。これは、協定の趣旨を理解し協力いただける医療機関が増えたことによるもので

す。 
  

■ ＫＰＩの達成状況 

浸水想定区域にある医療機関のうち対策を講じている病院の割合（県健康危機・感染症対策課調べ） 

 

【単位：％】 

※1 2023 年度は国が調査を実施していないため未把握。 

※2 2025 年 10 月把握予定。 

年度 2022 2023 2024 2025 2026 2027 

目標 ― ― 70 72 74 76 

実績 67.6 ※1 ※2    

達成率 

（％） 
― ― ―    

 

医療従事者等に向けた県の感染症対応研修の受講者数（計画期間中の累計）（県健康危機・感染症対策課

調べ） 

 

【単位：人】 

○達成率：（85－０）÷（８０－0）×100=106.2％ 

年度 2023 2024 2025 2026 2027 

目標 ― 80 160 240 320 

実績 ― 8５    

達成率 

（％） 
― 106.2    
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■ 関連する統計データ 

医療措置協定において新興感染症発生時の人材派遣を締結した医療機関数及び派遣可能な医師・看

護師の人数 

 

 

※２０２３年度から協定締結を開始している。 

※医療措置協定に係る改正感染症法の施行日は２０２４

年４月１日からであるが、改正感染症法附則第１０条の

規定により、施行日前より締結可能であるため本県に

おいては２０２４年３月より協定の締結を開始してい

る。 

※全国機関数及び２０２３年全国平均人数は、国で調査を

行っていないため、データなし。 

 

年度 2023 2024 

機関数 神奈川県 
１１１ 

（202４年３月末） 

237 

（202５年３月 11 日時点） 

人数 

神奈川県 
５８６ 

（202４年３月末） 

1,238 

（2025 年３月 11 日時点） 

神奈川県 

（人口１０万人当たり

の人数） 

６ 
１３ 

（2025 年３月 31 日時点） 

全国 

（人口１０万人当たり

の人数） 

― 
９ 

（2025 年 1 月 1 日時点） 

 

■ 主な事業の取組状況 

事業内容 2024 年度 2025 年度 2026 年度 2027 年度 備考 

DMAT インストラクター養成

補助件数 
５件     

神奈川県内の全ての病院のう

ち耐震対策を講じている病院

の割合 

82％    2023 年度調査結果 

災害時医療救護活動研修会の

参加者数（開催回数） 

９9３人 

（１回） 
    

かながわ DPAT 研修の受講

者数（開催回数） 

4０人 

（１回） 
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プロジェクトに関する取組などの情報 

○LINE 公式アカウント「かながわ防災パーソナルサポート」 

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/j8g/line_bousai/ps.html 

 

○ビッグレスキューかながわについて 

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/j8g/bigrescue/bigrescue.html 

 

○神奈川県の国民保護 

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/j8g/cnt/f7115/index.html 

 

○「かながわの川づくり計画」について 

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/f4i/cnt/f7134/index.html 

 

○第８次神奈川県保健医療計画（令和６年度～令和 11 年度） 第 2 部 第 1 章 第 3 節 災害時医療        

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/f6z/cnt/f742/8ji_keikaku.html          
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テーマ

Ⅴ 
神奈川を支える基盤づくり 

プロジェクト 

13 都市基盤 
～持続可能な県土の形成をめざして～ 

ロジックモデル

プロジェクトのポイント 

○道路や鉄道などの基盤整備や高齢化するインフラ施設への対応、環境と共生した活力と魅力あ

ふれる強靱なまちづくりが必要

○交通ネットワークの強化やスマートモビリティ社会の実現、インフラ施設の戦略的なメンテナンス

の取組の推進

○次世代に引き継げる持続可能な県土の形成をめざす

政 総 安 文 環 福 健 産 土 企 教 警 
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県による一次評価 

概ね順調に進んでいます 

▼ 総合分析 
【KPI】 

○プロジェクトを構成する KPI の平均達成率は 83.3％であり、目標に対し概ね順調に進んでいます。

【総合評価】

○鉄道駅におけるホームドアの設置や都市公園におけるインクルーシブ遊具の導入など、主な事業の取

組が予定どおり進捗していることや、県内道路における主要渋滞箇所数が減少傾向にあることに加

え、指標の動向が基準年度より改善していることから、プロジェクトの一次評価として目標に対し「概

ね順調に進んでいます」としました。

【今後の課題】 

○一方、道路、上下水道などのインフラ施設は、高度経済成長期に集中的に整備され、建設後 50 年以

上経過した施設の割合が急速に増加していくことから、一斉に老朽化するインフラ施設の適切な維持

管理・更新が必要です。

【今後の方向性】 

○今後も、インフラ施設の定期的な点検・診断により、老朽化や不具合を早期に発見して、こまめな修繕

を繰り返すことで大規模な損傷等を予防し、維持管理費用の縮減と平準化を図るとともに、ドローン

などのデジタル技術も活用しながら、戦略的なメンテナンスに取り組みます。

○また、完成までに長い期間を要する道路などの基盤整備は、計画どおり着実に進めることが重要で

あるため、引き続き、国等に対して整備促進や予算措置を働きかけるとともに、整備が円滑に進むよ

う、地元住民などの関係者調整にしっかりと取り組みます。

最終評価（総合計画審議会による二次評価）

概ね順調に進んでいます 

■評価のポイント

「自動車専用道路などの供用箇所数」が目標に達していないが、指標の動向は改善傾向にあり、ま

た、鉄道駅におけるホームドアの設置や、県営住宅の建替えといった誰もが安心してくらせる住宅の

確保の取組が予定どおり進捗していることなどから、県の一次評価は妥当であり、「概ね順調に進ん

でいる」と評価します。

■今後の課題と対応の方向性

・昨今の建設費の高騰などにより、工事の進捗が遅れることがないよう、整備を計画どおりに進めて

いく必要があります。

・県が掲げる「魅力あふれるまちづくり」の進捗を計るための方法等を検討し、その成果を県民にわ

かりやすく伝えていく必要があります。

・都市基盤の整備は、脱炭素や環境等の課題と密接に関わるため、都市基盤の整備を通じて、課題

を解決するための具体策等について検討していく必要があります。
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KPI の達成状況 

年度 2024 年度 2025 年度 2026 年度 2027 年度 

KPI の平均達成率 83.3％ 

指標の動向 

「自動車で県内各地へスムーズに移動できること」に関する満足度（県民ニーズ調査） 

現況値 

（2023 年度） 

実績 

2024 年度 

実績 

2025 年度 

実績 

2026 年度 

実績 

2027 年度 

目標値 
備考 

14.9％ 18.2％ ― ― 20.0％ 

「自然や歴史・文化、景観など地域の特性を生かしたまちづくりが行われること」に関する満足度 

（県民ニーズ調査） 

現況値 

（2023 年度） 

実績 

2024 年度 

実績 

2025 年度 

実績 

2026 年度 

実績 
2027 年度 

目標値 
備考 

17.8％ 22.3％ ― ― 22.0％ 
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▼ 構成施策の取組状況 

■ 交流と連携を支える交通ネットワークの充実

■ 分析

○本構成施策では、県民生活の利便性の向上や地域経済の活性化、災害時等における県民の安全・安

心を確保することを目的に、自動車専用道路やインターチェンジ接続道路などの幹線道路ネットワー

クの整備に取り組むほか、リニア中央新幹線などの建設促進など、鉄道ネットワークの充実強化に取

り組みました。 

【KPI の達成状況】 

○KPI「自動車専用道路などの供用箇所数」については、供用を予定していた道路の整備が遅れたた

め、目標に届きませんでした。これは、接続する道路との工程調整に時間を要したことによるもので

す。

○KPI「１日当たりの平均利用者数10万人以上の鉄道駅におけるホームドアの設置駅数」については、

2024 年度に相模大野駅（小田急小田原線）など４駅で設置を促進し、目標を達成しました。これは、

鉄道事業者が計画的にホームドアの設置を進められるよう、県が継続的に財政支援を行っているこ

とによるものです。

【関連する統計データ】 

○2024 年度に供用を予定していた道路の整備は遅れていますが、首都高速道路・横浜北西線や都市

計画道路・久里浜田浦線の開通などに伴い、県内の主要渋滞箇所数は減少傾向にあります。

■ ＫＰＩの達成状況

自動車専用道路などの供用箇所数（計画期間中の累計） （県道路企画課、道路整備課調べ） 

【単位：箇所】 

○達成率：０÷１×100＝0.0％

※隣接する横浜市の工事進捗に合わせ、工程調整を行っ

たため、完成時期が遅れたもの。

年度 2023 2024 2025 2026 2027 

目標 ― 1 4 5 6 

実績 ― ０※ 

達成率 

（％） 
― ０.0 

道路をより使いやすくする施設（スマートインターチェンジ、道の駅）の供用箇所数（計画期間中の累

計） （県道路企画課、道路管理課調べ） 

【単位：箇所】 

年度 2023 2024 2025 2026 2027 

目標 ― 0 1 1 2 

実績 ― 0 

達成率 

（％） 
― ― 
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１日当たりの平均利用者数 10 万人以上の鉄道駅におけるホームドアの設置駅数（累計） 

（県交通政策課調べ） 

【単位：駅】 

○達成率：（28－23）÷（28－23）×100＝100.0％

【参考】県内の１日当たりの平均利用者数 10 万人以上の

鉄道駅数：44 駅 

年度 2022 ２０２３ 2024 2025 2026 2027 

目標 ― ― 28 31 31 33 

実績 23 ２４ ２８ 

達成率 

（％） 
― ― 100.0 

■ 関連する統計データ

県内の主要渋滞箇所数 

【単位：箇所】 

年度 2019 2020 2021 2022 2023 

実績 390 387 382 373 368 

■ 主な事業の取組状況

事業内容 2024 年度 2025 年度 2026 年度 2027 年度 備考 

高規格道路等の整備促進に
係る国等への要望活動 

１６回 

神奈川県移動性向上委員会
などの県内の渋滞対策に係
る会議への参画 

３回 

リニア中央新幹線の建設促
進に係る国会議員や鉄道事
業者等への要望活動

４回 

東海道新幹線新駅誘致に係
る国会議員や鉄道事業者等
への要望活動 

４回 

JR 相模線複線化に係る国会
議員や鉄道事業者等への要
望活動 

１回 
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活力と魅力あふれる強靱なまちづくりの推進 

■ 分析

○本構成施策では、活力と魅力あふれる強靱なまちづくりを推進することを目的に、県立都市公園の整

備や県営住宅の建替え、道路、上下水道などインフラ施設の戦略的なメンテナンスに取り組むととも

に、民間事業者等による市街地再開発事業等を促進するための補助を行いました。

【KPI の達成状況】 

○KPI「インクルーシブな遊具を導入した県立都市公園数」については、２０２４年度に湘南汐見台公園で

整備を進め、目標を達成しました。これは、公園利用者の意見を踏まえ、円滑に整備が進められたこと

によるものです。

○KPI「県営住宅の建替え工事に着手した団地数」については、2024 年度に鶴巻団地など２団地で着

工し、目標を達成しました。これは、仮移転先や建替え時期など、入居者との調整をきめ細やかに行う

ことで、目標以上の建替え工事に着手できたことによるものです。

【関連する統計データ】 

○県立都市公園の利用者数は、ほぼコロナ禍前の水準まで戻りましたが、引き続き、指定管理者などの

民間のノウハウを活用したサービス向上や、施設改修による利便性向上など、都市公園の魅力向上に

向けた取組に努めていきます。

■ ＫＰＩの達成状況

新規に事業化される市街地再開発事業地区数（計画期間中の累計） （県都市整備課調べ） 

【単位：地区】 

○達成率：（２－０）÷（２－０）×100＝100.0％

年度 2023 2024 2025 2026 2027 

目標 ― 2 4 4 6 

実績 ― ２ 

達成率 

（％） 
― 100.0 

インクルーシブな遊具を導入した県立都市公園数（計画期間中の累計） （県都市公園課調べ）

【単位：公園】 

○達成率：（１－０）÷（１－０）×100＝100.0％

【参考】県立都市公園数：27 公園 

年度 2023 2024 2025 2026 2027 

目標 ― 1 2 3 4 

実績 ― 1 

達成率 

（％） 
― 100.0 
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県営住宅の建替え工事に着手した団地数（累計） （県公共住宅課調べ） 

【単位：団地】 

○達成率：（12－８）÷（11－８）×100＝133.3％

【参考】神奈川県県営住宅 健康団地推進計画(計画期間

2024-2033)に基づく建替え対象の団地数：31 団地

年度 2022 ２０２３ 2024 2025 2026 2027 

目標 ― ― 11 １２ １３ １５ 

実績 ８ １０ １２ 

達成率 

（％） 
― ― 133.3 

道路施設（橋りょう、トンネル・洞門）の長寿命化計画に沿った修繕箇所数（計画期間中の累計） 

（県道路管理課調べ） 

【単位：箇所】 

○達成率：（36－０）÷（33－0）×100＝109.0％

年度 2023 2024 2025 2026 2027 

目標 ― 33 105 146 167 

実績 ― 3６

達成率 

（％） 
― 109.０ 

■ 関連する統計データ

県立都市公園の利用者数 

【単位：万人】 

年度 2019 2020 2021 2022 2023 

実績 1,312 1,105 1,169 1,280 1,297 
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■ 主な事業の取組状況

事業内容 2024 年度 2025 年度 2026 年度 2027 年度 備考 

市街地再開発事業等の施行地

区数 
10 地区 

県が補助している

事業 

「県立都市公園指定管理者連

絡協議会」の開催 
２回 

セーフティネット住宅の登録戸
数

43,376 戸 

道路施設（橋りょう、トンネル・
洞門）の点検（点検施設数） 

245 施設 

道路台帳の電子化率 64％ 

流域下水道の幹線管渠内部の
点検延長 

26.0km 
管渠総延長： 

約 174ｋｍ 

県営上水道の管路の漏水点検
延長 

4,785km 
管路総延長： 

約 9,510ｋｍ 

プロジェクトに関する取組などの情報 

○かながわの道路事業に関する情報提供

http://www.pref.kanagawa.jp/docs/bd2/cnt/f430242/index.html

○神奈川県移動性向上プロジェクトに関する情報提供

https://www.ktr.mlit.go.jp/yokohama/yokokoku00167.html

○鉄道事業に関する情報提供

http://www.pref.kanagawa.jp/docs/gd6/index.html

○環境共生モデル都市圏の形成

http://www.pref.kanagawa.jp/docs/r8s/index.html

○県立都市公園に関する情報提供

http://www.pref.kanagawa.jp/docs/tu5/tanosimu.html

○神奈川県県営住宅 健康団地の推進に関する情報提供

http://www.pref.kanagawa.jp/docs/j4t/cnt/f534377/

○神奈川県道路施設長寿命化計画に関する情報提供

http://www.pref.kanagawa.jp/docs/n5h/cnt/f704/choujumyouka.html
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４ プロジェクト事業費

プロジェクトの事業費は、次のとおりです。

（単位：億円）

プロジェクトのテーマ 2024-2027 

年度 

通算計画 

2024-2025 年度当初予算 

予算化率 

プロジェクト名 
2024 

年度 

2025 

年度 
合計 

テーマⅠ

希望の持てる神奈川 1,870 458 543 1,000 53.5% 

１ 子ども・若者 488 122 121 243 49.9% 

２ 教育 562 98 128 226 40.3% 

３ 未病・健康長寿 618 156 224 380 61.4% 

４ 文化・スポーツ 148 69 53 122 82.6% 

５ 観光・地域活性化 52 12 16 28 53.0% 

テーマⅡ

持続的に発展する神奈川 1,200 287 341 629 52.4% 

６ 経済・労働 509 120 131 251 49.2% 

７ 農林水産 254 58 76 134 52.7% 

８ 脱炭素・環境 435 110 134 244 56.0% 

テーマⅢ

自分らしく生きられる神奈川 400 99 115 215 54.1% 

９ 生活困窮 24 6 7 13 54.7% 

10 共生社会 372 93 108 201 54.1% 

テーマⅣ

安心してくらせる神奈川 2,700 691 694 1,385 51.4% 

11 くらしの安心 319 80 102 182 57.0% 

12 危機管理 2,376 611 592 1,203 50.6% 

テーマⅤ

神奈川を支える基盤づくり 1,990 482 642 1,123 56.2% 

13 都市基盤 1,990 482 642 1,123 56.2% 

合  計 8,160 2,017 2,335 4,352 53.3% 

注：プロジェクトのテーマは十億円未満を、プロジェクトは一億円未満を端数処理しているため、合計は符合

しません。 
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